
蕪
園
嚢
達
過
程
の
一
考
寮

　
荘
園
盛
簑
達
過
程
の
一
考
察

第
二
十
二
巻
　
第
四
號
　
　
・
七
、
一
〇

田
　
井

啓
　
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
荘
園
獲
達
の
問
題
に
薄
し
て
は
、
銑
に
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
殊
に
近
時
の
精
細
な
研
究
の
結
果
、
荘
園
登
達
の
種

々
の
榛
相
が
明
か
に
さ
れ
て
來
た
。
更
に
進
ん
で
は
、
そ
れ
等
の
種
々
の
三
和
を
系
統
づ
け
よ
う
と
す
る
試
み
も
な
さ

れ
て
る
る
。

　
こ
の
小
論
は
、
こ
れ
等
の
從
來
の
研
究
に
重
て
比
較
的
輕
競
さ
れ
て
る
た
、
買
得
・
寄
進
・
牧
二
等
云
は
“
荘
地
牧
得

に
よ
る
荘
園
狡
達
の
渦
…
程
が
、
荘
園
狡
達
の
上
に
於
て
占
め
る
意
義
を
考
へ
や
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
○

　
荘
園
予
々
の
様
相
は
多
種
多
様
で
あ
る
が
、
そ
の
主
流
を
な
す
も
の
は
、
從
來
に
於
て
は
開
狡
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ

て
る
た
。

　
今
從
來
説
か
れ
て
み
た
と
こ
ろ
を
妻
約
す
る
と
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

　
大
化
改
新
・
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
班
田
制
度
は
、
早
く
も
入
ロ
の
堆
加
湿
は
そ
の
他
の
事
情
か
ら
行
詰
を
耀
し
、
そ

の
打
開
の
爲
め
に
探
用
由
・
・
れ
た
墾
田
開
曇
策
は
．
結
局
墾
田
の
永
世
私
有
の
容
講
と
云
ふ
と
こ
ろ
ま
で
…
進
ま
ね
ば
た
．
ら

（64）



な
か
っ
た
。
そ
こ
で
樺
門
勢
家
或
は
寺
院
は
、
競
っ
て
荒
野
を
黙
漏
し
、
隷
厨
民
或
は
浪
人
の
勢
力
を
以
て
開
獲
に
没

頭
す
る
機
に
な
っ
た
Q
か
く
し
て
開
業
さ
れ
た
墾
田
が
、
荘
園
獲
達
の
主
流
を
な
す
と
説
か
れ
て
み
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
實
際
こ
の
襟
な
開
狡
の
事
業
を
示
す
史
料
が
多
々
存
す
る
黙
か
ら
す
れ
ば
、
荘
園
の
堅
塁
が
、
　
一
方
に
於
て
は
か
、

る
過
程
を
た
ど
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
Q

①
罧
議
馨
史
の
研
突
竹
内
理
三
）
、
西
四
頁
⊥
四
五
頁
。

　
　
　
猶
叉
次
に
列
羅
す
る
史
料
も
、
浪
入
或
は
隷
島
民
に
よ
る
開
獲
を
示
す
。

AAvvAA四三三
V　ky

東
寺
交
書
　
唐
坑
外
久
漉
宮
寄
附
　
（
京
大
所
藏
編
年
文
書
二
所
縁
）
　
承
早
二
年
十
月
廿
五
日
、
伊
勢
太
瀞
宮
司
解
。

京
大
所
藏
東
大
寺
文
書
，
五
一
號
、
天
喜
五
年
十
二
月
十
九
日
、
越
後
國
石
井
蕪
前
司
解
。

東
大
寺
文
書
四
十
、
1
・
2
4
。
塒
、
天
赦
五
年
二
月
甘
一
日
、
越
後
國
石
井
蕪
罰
象
算
解
。

醍
醐
難
事
記
雀
第
十
三
、
長
承
元
年
九
月
背
三
日
、
左
無
官
下
文
。

東
大
寺
文
書
『
1
・
ユ
・
9
、
保
元
二
年
五
月
臼
、
東
大
寺
三
綱
等
上
面
。

「
彼
丸
桂
者
，
伊
賀
國
玉
瀧
柚
最
申
、
寺
奴
始
蘭
稜
」

（　’65　）

○
巾
果
大
寺
丈
書
及
び
巾
果
大
寺
成
…
巻
丈
鍵
｛
の
慨
…
数
及
び
単
数
ほ
、
す
べ
て
群
星
大
帰
川
“
鍼
の
麗
膨
僚
脚
本
に
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
け
れ
ど
も
仔
細
｝
に
考
へ
て
見
る
と
、
か
、
る
…
過
程
を
以
そ
荘
園
獲
達
の
主
流
と
す
る
こ
と
に
は
、
聯
か
疑
問
が
存
す

る
Q

　
志
づ
第
｝
に
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
禽
獣
の
如
き
就
會
的
技
術
的
條
件
の
下
で
は
、
開
獲
は
、
領
主
の

　
　
　
　
　
荘
園
獲
蓮
蓮
程
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
策
軍
議
　
　
七
一
一



　
　
　
　
、
蕪
二
戸
雄
廼
程
の
…
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
…
十
二
巻
　
第
四
號
　
　
七
一
二

恣
意
の
ま
、
に
行
は
れ
う
る
も
の
で
な
く
、
地
方
勢
力
と
結
び
つ
い
て
始
め
て
行
慧
れ
う
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
Q

　
東
大
寺
領
の
越
前
國
の
諸
荘
の
開
獲
に
當
っ
て
、
足
朋
郡
の
大
頷
生
江
臣
東
人
が
預
っ
て
カ
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
既

に
指
選
れ
て
瓠
・
誓
こ
れ
等
の
諸
荘
の
中
・
導
蓑
び
鴫
野
荘
に
於
て
は
・
田
を
二
言
る
爲
に
緩
行
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
要
す
る
勢
力
は
「
寺
家
丼
王
臣
藪
下
百
姓
等
」
の
間
に
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
Q
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

機
な
地
方
勢
力
の
協
力
は
、
輩
に
溝
の
開
盤
に
止
ら
す
に
、
恐
ら
く
は
又
そ
の
後
の
開
墾
に
ま
で
及
ん
だ
で
あ
ら
う
。

　
こ
の
様
な
事
例
は
、
油
墨
が
地
方
の
事
情
を
無
親
し
て
は
行
は
れ
え
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
從
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

又
登
楼
が
必
ず
し
も
順
調
に
は
行
は
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
思
は
し
め
る
も
の
で
あ
る
Q
實
際
寺
院
の
墾
田
或
は
荘
と
云

は
れ
て
る
る
蕩
に
就
い
て
見
て
臥
僅
咳
例
外
を
除
け
嘆
比
較
的
開
墾
が
進
ん
だ
場
合
で
へ
見
開
と
未
開
と
澗

が
相
孚
ば
す
る
と
云
ふ
襟
な
釈
態
で
あ
っ
た
Q

　
第
二
に
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
先
に
も
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
初
期
の
荘
園
に
於
て
、
荘
地
の
散
在

と
云
ふ
現
象
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
荘
地
散
在
の
現
象
は
、
先
づ
荘
園
の
広
田
化
が
屡
々
行
は
れ
た
こ
と
か
ら
考
へ
ら
れ
る
。
荘
園
の
圓
田
化
の
極

め
て
早
期
の
事
例
と
し
て
、
奈
良
朝
の
末
期
か
ら
次
の
二
つ
を
暴
げ
る
こ
と
が
出
蘇
る
⊃

　
（
こ
東
大
寺
領
の
越
前
國
丹
生
郡
、
足
朋
郡
、
坂
井
郡
の
諸
荘
に
就
て
は

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　

へ
　
　
し
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
サ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し

　
　
　
右
寺
田
堺
．
内
、
元
來
犬
牙
百
姓
面
分
墾
田
、
彼
此
零
落
、
臨
耕
欝
時
、
寺
家
不
便
、
百
姓
不
安
、
今
就
便
宜
、



　
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
⑥

　
　
　
其
口
分
田
者
以
寺
家
田
畳
替
、
墾
田
二
面
寺
稻
儂
直
所
買
、
具
件
如
前
、
以
爲
寺
田
巳
詑
。

　
（
二
）
又
同
じ
く
東
大
寺
領
「
の
越
前
國
坂
井
郡
の
寺
田
一
百
町
に
就
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
去
天
李
勝
寳
九
歳
、
越
前
國
坂
井
郡
故
大
領
外
正
六
位
上
品
治
部
公
廣
耳
所
三
田
壼
伯
町
、
從
元
零
落
、
彼
此

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
秋
牧
不
便
、
論
叢
、
當
粟
田
時
、
論
可
相
換
山
、
所
司
守
恵
美
薩
雄
答
云
、
被
太
師
宣
、
莫
相
換
東
大
寺
田
者
、

　
　
　
國
依
宣
旨
、
途
無
聴
許
、
今
槍
田
籍
、
海
邊
百
姓
遠
陸
罎
口
分
、
寺
田
交
潮
、
無
相
換
無
量
、
各
有
便
釜
、
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
め
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
使
丼
國
司
轍
不
得
施
行
、
望
講
、
廣
耳
所
進
、
班
給
百
姓
、
其
代
聚
爲
寺
田
、
勿
具
無
事
朕
、
謹
講
官
裁
、
謹

　
　
　
胸
・

蘭
の
笠
田
貨
妻
朝
の
初
事
入
っ
て
も
猫
依
然
と
し
て
行
綬
束
護
の
伊
鶴
大
異
蟹
・
嶺
㈱

　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
筑
前
國
碓
井
虻
田
に
於
て
、
そ
れ
み
＼
広
田
化
が
行
は
れ
て
る
る
。
こ
の
様
に
蕪
園
の
圓
田
鼠
が
屡
々
行
は
れ
た
の

は
、
荘
園
の
荘
地
が
散
在
し
て
み
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
更
に
荘
地
散
在
の
現
象
は
、
寺
領
田
畠
を
勘
録
す
る
に
當
っ
て
、
坪
付
が
重
ぜ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
考
へ
ら
れ
る
。

弘
幅
寺
が
水
主
内
親
王
の
廻
漕
に
か
、
る
大
和
國
廣
濡
郡
の
水
陸
田
、
荘
家
、
琵
肉
を
勘
録
す
る
に
當
っ
て
、
僑
綱
所
は

　
　
　
　
　
　
⑨

「
田
畠
野
里
可
注
言
」
き
こ
と
を
命
じ
て
み
る
。
こ
の
様
に
寺
領
田
畠
の
勘
鋒
に
當
っ
て
圷
付
が
重
せ
ら
れ
た
の
は
、
寺

領
田
畠
が
散
在
し
て
み
て
、
四
品
を
現
は
す
こ
と
が
無
意
昧
で
あ
っ
た
か
ら
に
外
な
ら
ぬ
。
從
っ
て
飯
時
の
寺
領
荘
園

を
四
至
を
以
て
現
は
す
時
に
は
、
そ
の
四
至
の
中
に
他
領
が
介
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
東
大
寺
領
の
伊
賀
國
板
蝿
杣
に

　
　
　
　
高
高
装
建
過
程
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
策
四
擁
　
　
七
＝
二



曲庇

ﾙ
養
達
巡
回
の
一
考
察

第
二
十
ご
巻
第
四
號
　
七
｝
四

就
い
て

　
め
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
既
四
至
内
敢
有
他
入
所
領
、
映
…
面
百
姓
口
分
菰
野
田
地
、
他
人
所
領
亦
互
多
也

と
云
は
れ
て
る
る
が
如
～
＼
錫
璽
壮
漢
塁
の
中
に
は
・
書
票
介
登
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
や

　
以
上
述
べ
た
所
か
ら
、
初
期
の
荘
園
は
一
律
地
の
濃
紫
で
存
在
せ
す
に
、
散
在
の
型
態
で
存
在
し
た
こ
と
が
明
か
に

さ
れ
る
。
所
で
か
く
の
如
く
荘
地
が
散
在
し
て
み
る
こ
と
は
、
荘
園
が
、
領
主
の
大
規
模
な
開
墾
に
よ
っ
て
登
達
し
た

の
で
は
な
く
て
．
小
規
模
な
土
地
の
雪
上
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
こ
と
か
ら
説
明
さ
れ
得
る
と
さ
れ
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
荘
園
獲
達
の
主
流
が
開
楼
に
あ
る
と
す
る
考
へ
を
そ
の
ま
、
承
認
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
か
の
如
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
一

に
思
は
れ
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
　
①
瞳
耀
撃
院
欝
の
研
究
（
竹
内
理
二
）
、
歪
養
⊥
二
δ
頁
。

　
　
　
こ
玉
に
述
べ
ら
れ
て
み
る
と
こ
ろ
を
重
復
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
い
さ
エ
か
私
見
を
導
べ
て
見
る
。

　
　
　
（
一
）
越
前
國
坂
井
郡
桑
原
蕪

　
　
　
　
天
李
勝
轡
箆
鷺
五
月
ヨ
B
の
桑
原
蕪
券
第
一
（
大
日
本
古
文
書
四
所
牧
）
に
よ
れ
ば
、
桑
原
蕪
と
し
て
の
牧
入
は

　
　
　
　
　
①
九
町
の
賃
稻
七
二
〇
束
（
町
溺
八
O
東
．
一

　
　
　
　
　
②
九
町
の
租
稻
コ
ニ
五
東
へ
町
別
一
五
東
）

　
　
　
　
の
合
計
入
五
五
束
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
束
大
蒲
と
し
て
は
、
若
し
生
江
臣
東
人
か
ら
四
七
〇
八
束
の
稻
を
受
け
な
け
れ
ば
、
灘
用
稻
四
四
七
七
束

　
　
　
　
六
把
を
支
出
す
る
こ
と
は
出
來
な
カ
つ
た
こ
と
に
な
る
。
而
か
も
こ
の
離
用
積
の
中
「
一
三
〇
〇
束
は
≡
二
町
の
黒
田
の
費
期
に
宛
て
ら
れ
て
み
る

　
　
　
　
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
瀾
墾
ほ
、
一
つ
に
生
江
臣
東
人
の
力
に
よ
る
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。



　
　
更
に
叉
こ
の
文
書
に
よ
れ
ば
、
東
大
寺
は
、
既
で
に
天
帯
勝
簑
六
年
二
月
七
日
及
び
同
五
月
牽
四
日
の
二
回
に
亙
っ
て
、
東
大
寺
の
田
使
曾

彌
乙
癖
呂
一
入
が
蕪
務
に
携
る
事
を
禁
じ
て
、
欝
禰
乙
腕
呂
と
生
涯
臣
東
人
の
二
入
で
蕪
務
を
携
當
す
る
檬
に
命
じ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

　
　
以
て
東
大
寺
が
、
桑
原
蕪
の
開
叢
及
び
そ
の
後
の
纏
醤
に
當
っ
て
生
江
薄
束
入
の
協
力
を
度
外
醜
し
え
な
か
っ
た
こ
と
を
、
見
る
べ
き
で
あ
る
。

（一

黶j

z
前
國
足
朋
郡
道
守
蕪

道
守
蕪
に
於
て
は
、
生
江
臣
東
人
が
直
接
開
墾
に
協
力
し
た
史
料
は
な
い
。
け
れ
ど
も
生
江
臣
束
入
が
、
道
守
蕪
の
獲
達
に
重
要
な
役
割
を
演
じ

　
た
こ
と
は
次
に
述
べ
る
所
か
ら
明
か
で
あ
る
。

　
　
単
座
導
車
二
年
十
月
十
九
日
の
越
前
國
足
白
郡
大
領
生
江
臣
東
人
解
（
大
日
本
古
交
書
五
所
腹
）
に
よ
れ
ば
、
生
江
臣
東
人
は
、
未
だ
郡
領
に
任

　
ぜ
ら
れ
な
い
時
に
私
の
功
力
を
以
て
溝
を
治
浴
し
、
か
く
し
て
治
響
し
た
田
を
東
大
寺
功
徳
料
と
し
て
進
上
し
た
こ
と
を
知
る
し
、
叉
天
弔
榊
護

　
二
年
十
月
骨
一
日
の
越
前
國
司
解
（
大
日
本
古
交
書
五
灰
攻
）
に
よ
れ
ば
、
同
じ
く
生
江
臣
東
人
が
、
道
守
村
の
田
の
中
に
犬
牙
し
て
み
る
墾
禺
七

町
褒
三
薯
茜
歩
を
功
徳
分
に
進
め
な
」
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヤ

　
　
更
に
こ
の
道
守
蕪
に
去
て
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
生
江
臣
熟
人
の
系
統
の
宇
治
皇
霊
呂
な
る
も
の
が
、
道
守
蕪
の
目
代
と
な
っ
て
み
る
こ
と
　
ω

　
で
あ
る
。
天
声
紳
護
二
年
十
月
十
九
日
の
越
前
國
足
羽
郡
大
領
生
江
匝
東
人
解
（
大
日
本
古
文
書
五
所
牧
）
に
よ
れ
ば

　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
一
宇
治
知
癖
呂
纂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
右
㍉
依
田
使
俗
等
牒
、
東
入
私
誹
件
人
、
水
守
充
奉
已
詑

　
と
あ
っ
て
、
生
江
臣
東
人
が
宇
治
錦
麻
呂
を
私
に
拗
録
し
て
、
道
守
蕪
の
「
水
守
」
と
し
た
こ
と
が
分
る
。
次
い
で
天
李
野
釣
二
年
十
月
廿
謎
の
越

前
閣
足
朋
郡
少
用
量
須
波
箴
爽
麻
暑
解
（
火
曜
本
古
交
書
五
所
牧
）
に
よ
れ
ば
、
東
大
寺
道
守
蟻
壁
が
勅
旨
田
の
灌
厩
用
水
を
妨
げ
る
と
の
訴
を
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

け
た
下
府
は
、
「
喚
草
原
郷
入
宇
治
智
麻
畠
更
し
る
こ
と
を
命
じ
て
み
る
。
邸
ち
宇
治
知
麻
呂
は
、
道
守
駐
の
「
水
守
」
と
し
て
、
こ
の
水
雫
ひ
の
引

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

合
ひ
に
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
Q
こ
の
宇
治
知
晦
愚
が
、
長
瀞
瀞
護
三
年
コ
月
膏
二
臼
の
物
部
古
麻
呂
解
及
び
同
三
月
二
廻
の
道
守
臣
息
虫
女
解

　
（
共
に
大
属
本
古
文
書
五
所
牧
）
に
は
、
道
守
蕪
三
代
と
し
て
華
美
し
て
み
る
。

　
以
上
述
ぶ
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
冶
東
大
寺
が
、
道
守
蕪
の
纏
管
に
當
っ
て
も
亦
、
生
江
臣
東
人
の
協
力
に
負
ふ
所
が
頗
る
多
か
っ
た
こ
と
が
見

　
　
窪
園
獲
達
過
程
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
節
二
十
二
巻
　
第
闘
號
　
　
七
～
五
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蕪
撫
削
獲
戦
渦
個
程
の
一
考
十
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
ふ
一
工
巻
　

第
一
四
號
　
　
　
七
一
山
ハ

　
ら
れ
る
と
思
ふ
。

天
李
瀞
護
二
年
十
月
十
日
、
越
箭
國
足
羽
郡
司
解
（
大
日
本
古
文
書
五
所
牧
）
o

有
名
な
養
老
七
年
の
三
世
一
身
法
に
よ
れ
ば
、
新
た
に
溝
池
を
撃
っ
て
朋
墾
し
た
も
の
は
三
世
の
間
私
有
す
る
を
許
さ
れ
、
奮
い
溝
池
を
逐
っ
て
開

墾
し
た
も
の
ほ
一
身
の
聞
私
有
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
溝
の
開
墾
と
田
勉
の
開
墾
と
は
、
蓮
離
し
た
事
業
で
あ
る
こ

と
が
明
か
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
叉
天
孕
篭
字
元
年
十
一
月
十
二
日
の
越
前
國
使
等
解
（
大
日
ホ
古
文
書
四
所
牧
）
に
も
、
桑
原
蕪
に
就
い
て
、
「
上
件
立
論
溝
者
、
見
開
可
吉
田
、
残

へ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

野
可
開
一
二
箇
年
」
と
云
は
れ
て
る
る
。

天
亭
融
護
二
年
ナ
月
甘
一
日
の
越
訪
國
司
解
（
大
溝
本
島
交
書
五
所
牧
）
に

「
越
前
國
田
使
偲
勝
馬
等
状
貴
、
去
天
球
華
字
五
年
、
巡
察
使
井
國
司
等
、
割
去
寺
家
難
色
二
分
之
田
、
給
伯
姓
等
、
又
難
乞
溝
堰
虞
、
無
所
判
許
、

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
加
以
、
郡
司
伯
姓
等
、
捉
打
寺
田
使
、
堀
塞
糖
蜜
堰
、
水
不
通
、
荒
地
不
少
難
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

と
あ
る
・
地
方
の
協
力
毒
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
か
く
の
如
き
有
様
だ
つ
た
の
で
あ
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

更
に
開
墾
が
順
調
に
行
は
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
、
，
次
ぎ
の
一
一
つ
が
暴
げ
ら
れ
る
。

（一

j
　
類
聚
融
二
代
絡
巻
十
山
ハ
、
延
暦
」
γ
七
任
ゑ
一
二
日
月
八
年
置
太
政
宮
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

「
自
今
以
後
更
立
嚴
科
、
不
論
有
官
符
賜
逆
詞
來
占
買
、
．
並
皆
牧
耀
．
公
私
共
之
、
墾
田
地
者
、
未
開
圃
悶
、
所
有
草
木
亦
令
共
探
」

（
二
）
　
績
臼
本
後
紀
、
承
和
五
年
八
月
張
辰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

「
勅
、
五
畿
内
七
道
諸
國
、
勅
旨
並
親
王
以
下
寺
家
雄
筆
墾
燭
地
、
未
開
之
間
、
公
私
勢
利
」

（一

j
　
天
亭
十
九
年
二
月
十
一
日
の
大
安
寺
伽
藍
等
等
並
流
記
資
財
帳
（
大
日
本
古
文
書
二
所
牧
）
に
よ
れ
ば
、
天
武
天
皇
元
年
及
び
聖
武
天
皇
天
畢

　
十
六
年
に
薮
入
さ
れ
た
墾
田
の
開
墾
状
態
を
知
り
う
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
天
武
天
皇
元
年
に
輸
入
さ
れ
た
伊
勢
國
の
墾
田
の
開
墾
状
態
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

就
い
て
見
れ
ば
、
員
辮
郡
に
於
て
は
墾
田
惣
面
積
の
六
分
が
、
三
重
郡
・
奄
灘
郡
・
飯
聾
郡
に
於
て
は
同
じ
く
約
三
割
五
分
が
、
開
墾
さ
れ
て
る

　
る
に
過
ぎ
な
い
。



＠Qv③⑨

（
二
）
　
薫
製
掌
記
九
年
二
月
一
華
の
越
前
牛
田
使
解
（
大
臼
本
古
文
書
四
所
牧
）
に
よ
る
と
、
桑
原
薙
に
於
て
は
、
野
地
九
六
町
二
段
一
一
六
歩
の

　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
中
、
約
四
割
五
分
の
四
二
町
が
開
墾
さ
れ
て
る
た
。
尤
も
そ
の
申
の
九
町
七
段
は
荒
に
な
っ
て
み
る
の
で
、
こ
の
場
合
に
於
て
も
、
實
際
に
賃
租

　
さ
れ
た
の
は
残
り
の
三
二
町
［
二
段
で
あ
る
。

（
ヨ
）
　
東
大
寺
領
の
越
中
の
諸
蕪
に
就
い
て
は
、
天
平
書
字
三
年
十
一
月
十
四
浸
、
天
李
瀞
護
三
年
置
月
七
随
、
瀞
護
景
雲
元
年
十
一
月
十
六
日
の

　
三
通
（
大
日
本
古
交
書
四
、
五
所
牧
）
の
蕪
園
惣
券
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、
越
聴
感
の
諸
蕪
の
申
に
は
、
例
へ
ば
杵
名
蛭
蕪
、
成
戸
蕪
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
丈
部
蕪
の
如
く
、
非
常
に
開
墾
の
進
ん
だ
蕪
も
あ
る
が
、
猫
越
中
園
の
蕪
全
車
と
し
て
は
、
見
開
と
未
開
と
が
相
牛
ぱ
す
る
と
云
ふ
檬
な
状
態
で

　
あ
る
。

　　

ﾔ
中
國
の
諸
差
累
状
態
に
關
・
て
ほ
、
悪
夢
繋
院
慧
の
研
究
（
竹
内
理
三
）
、
≡
三
頁
⊥
三
五
募
毒
就
ど
・
瞭
然
・

　
見
ら
れ
る
。

天
李
騨
謹
二
年
十
月
昔
一
日
、
越
前
國
司
解
（
大
日
本
古
文
書
五
所
牧
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

天
畢
瀞
護
二
年
十
月
廿
一
日
、
越
前
國
坂
井
郡
田
籍
（
大
日
本
古
事
書
五
所
牧
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

⑥
⑦
の
文
書
の
中
に
「
彼
此
零
露
鵡
と
か
「
罪
証
零
落
こ
と
か
あ
る
「
零
落
し
の
意
昧
に
就
い
て
は
、
令
養
蘇
州
令
第
九
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

凡
懸
選
翁
・
皆
令
王
皇
・
璽
段
退
、
耀
愛
猫
麗
不
得
等
鹸
霊
魂
、
窮
鼠
零
者
聴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
也
、
退
者
還
也
、

と
あ
る
に
よ
れ
ば
、
散
在
と
云
ふ
意
昧
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

　
猛
蕪
園
の
瞬
田
化
が
行
は
れ
る
法
的
な
根
擦
は
、
令
義
解
田
令
第
九
に

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ゼ

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
凡
有
交
錯
田
、
爾
主
求
換
者
、
纏
本
部
、
剣
聴
除
附

と
あ
る
に
よ
る
も
の
♪
如
く
で
あ
る
り

（一

j
　
東
寺
文
書
禮
、
一
之
十
二
、
承
和
十
二
年
九
形
成
B
、
民
部
省
符
Q

（
二
）
東
大
寺
成
巻
交
書
五
、
4
8
…
イ
、
長
瀦
三
年
二
月
＋
九
日
、
筑
前
國
符
。

天
亭
二
十
年
二
月
十
一
臼
、
弘
編
毒
三
綱
牒
（
大
擬
本
古
交
書
三
聖
牧
）
Q

　
　
荘
園
獲
鑑
過
程
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
四
號
　
　
七
一
七



⑩

　
　
腔
嬢
獲
逡
逝
程
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

策
二
十
二
巻
第
四
號
　
七
一
八

東
大
寺
文
書
ヨ
、
1
・
1
・
酪
…
5
、
凝
保
元
年
九
月
廿
五
日
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
同
じ
く
蕪
園
の
四
至
内
に
他
領
が
介
在
し
て
み
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
は

（
」
）
　
京
都
御
所
藁
山
御
文
庫
記
録
乙
五
十
三
、
庭
輸
掛
引
綴
第
ナ
九
番
（
大
欝
本
史
料
第
一
編
之
九
、
天
暦
元
年
六
月
二
六
臼
條
所
牧
）
、
正
中
二

　
年
正
月
日
、
大
案
寺
領
近
江
國
淵
蕪
灘
掌
言
上
状

　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
「
而
不
霊
閉
経
守
町
段
、
可
領
知
豊
艶
、
定
法
也
、
況
如
號
天
慶
四
至
堺
民
部
卿
注
交
者
、
非
公
瞼
之
上
、
彼
四
至
内
、
樺
門
勢
家
領
多
以
相
交
」

（
二
）
　
宙
恋
守
｝
日
A
量
又
瀞
齎
ト
、
四
十
－
山
ハ
…
山
ハ
十
、
長
保
㎜
同
年
二
問
月
十
－
九
日
、
珍
豊
管
守
牒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
「
抑
有
諸
閣
諸
寺
井
譲
門
勢
家
蕪
園
、
又
其
四
至
之
内
、
公
私
田
畠
亘
多
也
」

　
等
が
懇
・
げ
ら
れ
る
。
叉
こ
の
外
に

（一

j
　
石
溜
水
文
書
二
、
永
延
元
年
十
二
月
九
臼
、
篤
崎
宮
殿
院
牒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

「
右
蕪
立
之
後
，
纏
擦
年
、
塁
之
内
、
公
果
奢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

（
二
）
　
策
大
寺
文
書
三
十
七
、
1
・
2
1
・
1
1
、
長
元
二
年
閏
二
月
十
三
鷹
、
東
大
寺
牒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
「
随
印
四
至
之
内
、
無
相
交
公
田
」

（
三
）
　
東
寺
百
舎
交
書
井
、
廿
八
－
升
八
．
，
永
久
三
年
四
月
昇
官
臼
、
黒
雲
政
祈
下
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

　
「
右
件
蕪
、
，
爲
彼
古
寺
領
…
、
敢
不
交
公
閉
ご

（
四
）
　
東
大
寺
交
書
十
一
『
1
・
姦
・
5
9
1
3
、
永
治
元
年
十
月
聾
九
日
、
東
大
寺
牒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
「
聯
黒
批
一
兀
阿
疋
一
M
圓
之
地
、
鰍
7
四
至
之
内
、
相
山
父
他
領
哉
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
考
へ
れ
ば
、
逆
く
に
、
當
時
の
蕪
園
の
四
至
の
中
に
他
領
が
介
在
し
た
場
合
の
多
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

三



　
こ
、
に
於
て
、
從
來
荘
園
の
狡
達
を
考
へ
る
に
當
っ
て
比
較
的
輕
覗
さ
れ
て
る
た
、
買
得
・
寄
進
・
牧
奪
等
云
は
や

荘
地
牧
得
に
よ
る
荘
園
機
蓬
の
是
程
を
考
へ
直
し
て
見
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
來
る
。

　
荘
園
獲
達
の
か
、
る
過
程
は
、
早
く
か
ら
見
ら
れ
る
も
の
で
、
既
に
倉
制
に
於
て
も

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
凡
官
人
百
姓
、
並
不
得
將
田
宅
園
地
、
捨
施
及
責
易
與
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
制
定
せ
ら
れ
て
る
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
荘
翻
牛
立
の
か
、
る
過
程
が
．
著
し
い
進
展
を
示
す
の
は
、
天
李
十
五
年
に
於
け
る
墾
田
の
永
量
私

有
の
容
認
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
墾
田
の
永
世
私
有
の
容
認
は
、
と
も
か
く
も
、
天
下
の
諸
人
を
し
て
競
っ
て
墾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

田
を
な
さ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
前
述
の
如
く
、
樺
門
勢
家
或
は
寺
院
に
よ
る
大
規
模
な
開
墾
は
田
々
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

し
て
進
ま
な
か
っ
た
。
が
一
方
、
地
方
土
豪
或
は
農
民
が
「
随
便
」
つ
て
開
墾
し
た
小
規
模
な
墾
田
の
普
及
を
、
見
逃
す

こ
と
が
串
來
な
い
。
そ
れ
は
、
天
下
紳
護
元
年
に
「
貧
窮
百
姓
、
無
暇
禽
存
」
と
の
理
由
を
以
て
開
墾
が
禁
止
さ
れ
た
時

　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
暦
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
④

に
も
、
猫
「
當
土
百
姓
＝
一
町
者
、
磁
器
許
之
」
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
荘
地
牧
羊
に
際
し
て
そ
の
主
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

る
醤
象
と
な
っ
た
も
の
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
ノ
＼
背
後
に
構
力
を
持
た
な
か
っ
た
こ
れ
等
の
地
方
土
豪
或
は
農
民
の
墾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

田
で
あ
る
。
奈
良
朝
時
代
に
於
け
る
寺
院
に
よ
る
墾
田
買
得
の
事
例
は
、
枚
暴
に
蓬
が
な
い
。

　
か
く
て
墾
田
の
永
世
私
有
が
容
認
さ
れ
た
天
雫
十
五
年
か
ら
僅
か
三
年
後
の
天
李
十
入
年
三
月
に
は
、

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぶ
　
　
へ
　
　
も

　
凡
寺
家
買
地
、
導
車
所
禁
、
比
年
之
閥
、
占
買
繁
多
、
於
理
商
量
、
深
乖
憲
法
、
宜
禽
京
及
畿
内
鰻
加
禁
制

　
　
　
　
蕪
圃
嚢
蓮
過
程
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
二
十
二
巻
　
第
四
號
　
　
七
一
九
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蕨
手
獲
達
過
程
の
！
　
考
察
　
　
　
　
F
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
ニ
ナ
ニ
巻
　
第
四
號
　
　
七
二
〇

と
令
せ
ら
れ
．
響
い
て
五
月
に
は
、
諸
寺
が
競
っ
て
百
姓
の
墾
…
出
及
び
國
地
を
餌
只
っ
て
永
く
寺
地
と
す
る
こ
と
が
禁
せ

ら
れ
⑱
と
云
ふ
三
筆
に
立
ち
至
っ
た
の
で
あ
る
・
こ
の
讐
護
に
立
ち
至
っ
た
こ
と
に
就
い
て
は
・
寺
院
が
・

何
等
か
の
困
難
を
と
も
な
ふ
開
狡
を
、
而
か
も
自
己
の
負
推
に
於
て
…
逐
行
ず
る
よ
り
も
、
寧
ろ
現
在
開
狡
さ
れ
て
あ
る

と
こ
ろ
の
土
地
を
牧
得
す
る
方
を
撰
ん
だ
の
で
は
な
い
か
、
と
云
ふ
襟
な
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
。
と
に
か
く
、
町
回
十

五
年
の
墾
田
の
永
世
私
有
の
容
認
は
、
農
民
に
私
有
の
野
里
を
輿
へ
る
と
同
時
に
、
又
避
難
の
勢
利
を
も
與
へ
沁
と
云

ふ
黙
に
、
そ
の
意
義
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
荘
園
狡
達
の
か
、
る
過
程
は
、
李
安
朝
の
初
期
に
入
っ
て
も
依
然
と
し
て
進
展
し
て
み
た
。
か
、
る
過
程
を
阻
止
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

よ
う
と
す
る
法
令
が
屡
々
狡
布
さ
れ
た
こ
と
は
、
却
っ
て
か
、
る
過
程
の
阻
止
し
難
か
っ
た
こ
と
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。

李
安
朝
初
期
の
吏
料
の
中
か
ら
、
墾
田
の
古
志
を
拾
ふ
こ
と
は
決
し
て
困
難
で
は
な
い
。
弘
鵬
寺
鎮
の
尾
張
國
の
寺
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

に
於
て
は
、
天
李
十
四
年
．
三
野
法
難
七
年
、
實
鶉
四
年
の
田
圃
に
ぱ
無
圃
と
注
さ
れ
て
み
た
翼
々
が
、
延
暦
五
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

田
圏
以
來
川
原
寺
田
と
注
さ
れ
る
機
に
な
っ
た
。
叉
東
大
寺
領
の
因
幡
特
高
懸
濁
に
於
て
は
、
天
不
勝
簑
七
年
及
び
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

難
四
年
の
田
園
に
は
、
公
田
、
乗
田
、
口
分
田
、
或
は
百
姓
治
田
と
注
せ
ら
れ
て
る
た
坪
々
の
多
く
が
、
弘
仁
十
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

及
び
古
切
三
年
の
田
圃
に
は
、
源
寛
治
田
、
藤
原
縄
墨
治
田
或
は
藤
原
藤
繊
治
田
と
注
さ
れ
て
み
る
Q
以
て
李
安
朝
の

初
期
に
於
け
る
荘
地
牧
得
の
状
況
の
一
斑
を
知
る
こ
と
が
主
恩
る
。

　
殊
に
か
、
る
過
程
の
進
展
に
於
て
、
年
年
朝
の
初
期
を
奈
良
朝
か
ら
匿
別
す
る
も
の
は
、
布
安
朝
の
初
期
に
至
っ
て

（74）



端
々
著
し
く
た
．
つ
て
繋
る
と
こ
ろ
の
、
土
地
牧
野
・
の
事
實
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
土
地
牧
畜
の
事
實
は
、
既
に
奈
良
朝
に

　
　
　
　
　
　
⑩

於
て
も
存
在
し
た
。
け
れ
ど
も
弘
仁
年
間
に
、
田
地
を
占
め
る
に
當
っ
て
一
に
町
段
を
定
め
四
号
に
依
っ
て
は
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

い
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
當
時
に
穿
て
、
「
勅
書
入
田
地
四
至
内
、
量
可
有
私
地
耶
」
と
云
ふ
密
な
理
由
の
下
に
行
は
れ
る

四
至
内
の
土
地
牧
奪
が
、
漸
く
著
し
く
な
っ
て
來
た
こ
と
を
思
は
し
め
る
も
の
で
あ
る
○

　
更
に
こ
の
土
地
銘
説
の
強
行
を
物
語
る
も
の
に
、
寛
李
八
年
四
月
二
日
の
四
通
の
太
政
官
符
が
あ
る
。
今
そ
の
中
か

ら
當
面
の
問
題
に
關
す
る
も
の
を
左
に
掲
げ
る
〇

　
二
）
　
論
罪
の
家
が
勢
に
乗
じ
威
を
挾
ん
で
、
或
は
荘
家
の
側
近
と
諾
し
て
愚
民
の
田
地
を
妨
げ
、
或
は
責
買
和
す

　
　
し
て
三
四
十
町
を
占
覆
し
、
或
は
事
を
繋
累
に
寄
せ
て
五
六
の
載
券
を
書
取
る
。
（
類
聚
三
代
子
飼
十
五
）
、

　
（
二
）
　
百
姓
が
荒
田
閑
地
を
請
け
て
そ
の
一
部
分
の
開
墾
を
完
了
し
て
み
る
の
に
も
不
拘
、
諸
院
・
諸
子
・
王
臣
家

　
　
は
、
三
年
不
耕
の
地
と
幕
し
て
、
そ
の
土
地
全
膿
を
奪
ひ
取
る
。
（
類
意
三
代
格
巷
十
六
）

＠＠＠＠o
令
義
解
、
田
令
第
九
。

綾
日
本
紀
、
天
準
紳
護
元
年
三
月
丙
申
Q

類
聚
三
代
格
巻
十
五
、
弘
仁
二
年
正
月
廿
九
日
、
太
政
宮
符
。

績
肩
本
紀
、
天
亭
憩
護
元
年
三
月
丙
申
。

（一

j
臆
濃
撃
院
馨
の
研
究
（
竹
内
理
一
）
、
工
釜
頁
。

三
）
描
史
娠
呆
業
の
生
活
馨
雅
上
（
瀧
川
政
次
郎
）
、
≡
九
頁
⊥
三
・
頁
。

　
裟
同
士
蓮
愚
程
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
四
號
　
　
七
二
一

（　rt’5　）



＠＠de」　＠＠＠＠

　
　
荘
二
等
蓮
翅
程
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
四
號
　
　
七
二
二

籔
日
本
紀
、
天
弔
十
八
年
三
月
戊
辰
及
び
同
年
五
月
庚
申
。

（一

j
　
類
聚
三
代
格
巷
十
九
、
延
．
暦
二
年
六
月
十
日
、
太
政
宮
符

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ゐ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ゐ
　
へ

　
「
自
今
以
後
、
私
立
道
場
凸
及
將
田
富
園
地
、
捨
施
並
壷
易
與
寺
、
主
典
以
上
解
却
見
任
、
自
飴
異
論
蔭
贈
、
決
枝
八
十
」

（
二
）
　
類
聚
三
代
格
巻
十
九
、
，
延
暦
十
四
年
四
月
廿
七
日
、
太
政
官
符

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
「
禁
、
．
凡
下
百
姓
、
將
田
宅
園
地
、
嚢
買
與
寺
事
」

東
寺
文
書
禮
、
一
之
十
二
、
天
長
二
年
十
一
月
十
二
日
、
尾
張
閣
牒

正
倉
院
文
書
（
大
日
本
蟄
硬
論
一
編
王
覇
、
延
喜
五
年
十
一
月
一
百
條
所
牧
）
、
延
喜
五
年
九
月
十
徳
、
因
幡
國
高
富
蕪
券
第
二
。

瞭
講
繁
懸
濟
の
研
究
（
竹
内
理
三
〉
ご
｝
＝
窒
⊥
三
五
頁
。

類
聚
三
代
絡
…
巻
十
五
、
弘
仁
二
年
二
月
三
臼
、
太
政
官
符
Q

東
寺
文
誰
禮
、
一
之
十
二
、
天
慶
五
年
四
月
昔
五
日
、
東
寺
傳
法
供
家
牒

四

　
荘
地
霊
得
に
よ
る
荘
園
狡
達
の
過
程
が
こ
の
段
階
に
進
み
入
る
と
共
に
、
荘
園
は
急
速
に
膿
大
す
る
に
至
る
。
成
る

程
荒
野
の
趣
意
も
亦
、
或
る
意
味
で
は
無
限
に
細
大
し
え
た
。
け
れ
ど
も
そ
れ
が
實
際
に
開
墾
さ
れ
た
場
合
の
少
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
無
限
に
二
大
し
え
た
荒
野
の
占
定
か
ら
起
る
問
題
は
、
入
露
地
の
喪
失
に
起
因
す
る
農
民
の

自
然
経
濟
の
破
綻
が
中
心
で
あ
っ
て
、
荘
園
の
橿
大
に
は
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
に
し
て
も
た
ら
さ
れ
た

荘
園
の
急
速
な
叢
大
に
直
面
す
る
に
及
ん
で
、
途
に
延
喜
二
年
三
月
十
三
日
に
至
っ
て
、
　
一
系
列
の
太
政
官
符
が
登
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ら
れ
て
荘
園
の
第
一
回
の
整
理
が
行
は
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（76）



　
こ
の
一
系
列
の
太
政
官
符
の
内
容
と
す
る
所
は
、
結
局
、
諸
院
・
備
蓄
・
王
臣
家
が
、
百
姓
の
田
地
並
等
を
買
取
す

る
こ
と
、
及
び
閑
地
荒
田
を
占
請
す
る
こ
と
の
停
止
に
着
き
る
の
で
あ
る
Q
而
か
も
こ
の
…
榛
な
内
容
を
持
つ
太
政
官
符

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

が
、
荘
園
整
理
令
「
と
見
微
さ
れ
た
の
は
、
實
に
官
特
中
に
云
ふ
と
こ
ろ
の
百
姓
の
田
地
含
宅
の
買
取
の
停
止
が
、
上
述

の
如
く
に
し
て
急
蓮
に
擾
大
し
つ
、
あ
っ
た
荘
園
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
如
き
考
察
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
從
來
荘
園
の
獲
達
を
考
へ
る
に
獲
っ
て
比
較
的
輕
覗
さ
れ
て
る
た
荘
地
牧

得
に
よ
る
荘
園
青
森
の
急
心
が
、
荘
園
狡
達
の
上
に
於
て
決
定
的
な
意
義
を
占
め
る
も
の
と
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
①
　
類
聚
三
代
格
に
牧
め
る
延
喜
二
年
三
月
十
三
日
の
七
通
の
太
政
官
府
ほ
、
律
令
制
の
維
持
を
意
点
し
た
も
の
と
、
蕪
園
の
整
理
を
意
翻
し
た
も
の
と

　
　
　
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
後
者
に
瀦
す
る
も
の
は
、
山
川
駿
澤
の
占
固
の
禁
制
、
民
の
私
宅
を
託
っ
て
蕪
家
と
號
し
千
石
を
貯
積
す
る

　
　
　
こ
と
の
禁
断
、
勅
旨
田
。
百
姓
の
田
地
舎
宅
の
剛
貝
取
・
閑
地
荒
田
の
占
［
請
の
停
止
、
等
の
太
政
宮
符
で
あ
る
。

　
②
　
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
後
の
蕪
園
に
於
て
、
蕪
園
の
構
立
が
格
前
で
あ
る
か
格
後
で
あ
る
か
が
問
題
に
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
明
で
あ
る
。

　
　
　
（
一
）
　
樫
記
（
大
R
本
史
料
第
二
皆
皆
三
、
長
保
翌
年
入
月
四
日
臥
所
牧
）
、
長
保
二
年
八
月
圏
臼
戊
申
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
　
「
志
摩
守
蒜
通
、
梅
有
徳
供
御
所
以
外
、
可
禁
止
院
宮
家
蕪
園
之
宣
旨
，
徴
責
鋤
議
院
蕪
、
件
難
論
爲
格
前
之
庭
、
代
々
無
如
此
之
責
、
加
以
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
　
既
院
事
、
縦
錐
非
理
、
猶
可
廻
挫
議
、
況
於
格
雨
領
、
何
有
禁
止
乎
」

　
　
　
（
二
）
　
東
大
寺
交
書
三
十
九
、
1
・
趾
・
9
8
、
天
喜
五
年
十
月
十
日
、
爽
濃
曹
司
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
　
「
件
蕪
等
者
、
或
除
租
帳
絡
前
庭
、
或
宮
省
符
庭
也
」

（77）

荘
園
資
蓮
麺
程
の
一
考
察

第
二
十
二
巻
　
第
四
號
　
　
　
七
二
三


